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１ 総合計画 
    （未来戦略を中心に） 



  

■■計計画画のの構構成成 ～他の計画などと一緒に相乗的な効果をめざします～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【用語解説】 
※6 ＰＤＣＡサイクル：計画の立案から評価に至るまでの過程として、計画（Plan）、実行（Do）、評価

（Check）、改善（Action）のサイクルとして表わしたもので、事業を実施した結果を成果の
視点で評価し、次の改善に結びつけようとする考え方を示しています。 

 

江別市のまちづくりの基本理念や、めざす10
年後の将来都市像を定め、それを実現するために
必要な手立てである「まちづくり政策」により取
り組んでいきます。 

江別市の持つ特性や優位性を活かして、まちの
魅力を高めていくことにつながるテーマを設定
し、そのテーマを実現するために必要な手立てを
「まちづくり政策」の中から選択し、重点的・集
中的に取り組んでいきます。 

まちづくりの様々な分野ごとに具体的な施策や事業を定めた個別

計画を、総合計画を踏まえて策定して推進するとともに、計画内容の

検証や見直し等を行うことで、めざすまちの姿に向けて取り組んでい

きます。 

 
総合計画と個別計画に基づいた具体的な取組を定める「施策展開

方針」を組織ごとに策定して推進するとともに、毎年度、ＰＤＣＡ

サイクル※により見直していきます。 

総合 

計画 

『えべつ未来づくりビジョン』第６次江別市総合計画 

◆平成26（2014）年度～平成35（2023）年度 

えべつまちづくり 

未 来 構 想 
えべつ 

未 来 戦 略 
重点的・集中的 

個 別 計 画 

施 策 展 開 方 針 

◆必要に応じて５年後見直し ◆必要に応じて随時見直し 

◆計画ごとに見直し 

◆毎年度見直し 

総合計画では、江別市がめざすまちの姿とその姿を実現するための基本方向を示すこととし、具体的な施策や事業などは、
様々な分野で定める「個別計画」や「施策展開方針」などに位置づけて、総合計画との整合性を図りながら推進する  

     ⇒ 常に社会情勢の変化を踏まえて柔軟に対応 
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●総合計画の構造 



  ●総合計画の構成（改訂後：R元年～R5年） 
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２ 行政評価 
    



行政評価システム 

 

●内部評価 

●外部評価 

●行政評価の目的 

将来都市像 

「みんなでつくる未来のまち えべつ」 

PLAN 
 計画 

CHECK 
評価 

DO 
 実行 

成果指標に基
づいて評価・検
証し、その過程
や結果を公表 

予算が配分
され、事業
を実行 

 第6次総合計画 

ACTION 
 改善 評価・検証に 

基づく改善案の
検討 

                                          

【まちづくり政策】 

《えべつ未来戦略》 

《えべつまちづくり未来構想》 

市政全般に係る政策展開の
基本的考え方とその施策展開
の方向性（分野・部局別） 

江別市の持つ特性や優位性を
活かしまちの魅力を高めていく
ことに繋がるテーマを設定 

・江別市を取り巻く社会動向 
・江別市の現状 
・めざすまちの姿（将来都市像） 

組
織
横
断
的 

 
 

 
 

 

重
点
的 

施策展開方針（部局ごとの年次計画） 

戦略推進計画 

事 務 事 業 5 



●行政評価の流れ 

７月 １０月 ２月 ３月 

評価時期 

（Check) 

計画決定 

（Plan） 

決算や成果指標の動向等から 

前年度の実績を自己評価 

資料として提出 資料として提出 

前年度の評価結果を踏まえて 

次年度の予算内容や計画・事
業等の方向性を提示 

改善案検討 

（Action） 
予
算
内
示 

１１月 

・評価版  

 事務事業評価表 

＜評価調書作成＞ 

４月～ 

・改革版  

 事務事業評価表 

＜評価調書作成＞ 

評価結果を踏まえて 

次年度予算要求 

事業実施 

（Do） 

【行政評価外部評価】 
●所管課ヒアリング 

市議会 

（委員会） 
市議会 

（委員会） 
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抽出 

外部評価 

報告書 

次年度の 

内部評価に反映 

内
部
評
価 

外
部
評
価 



 

     
   ・総合計画上の位置付け 

 ・対象（対象指標） 

 ・手段（活動指標） 

 ・意図（成果指標） 

    

 ・事業費の推移 

 ・主な事業内容、費用内訳 

 
 

   ・事業の開始背景 

 ・事業を取り巻く環境変化 

 

 ・成果動向及び原因分析 

 ・成果向上余地 

   ・コスト 
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（裏面） 【評価】 【実績】 （表面） 

●事務事業評価表の構造【評価版】 



活動指標 
●活動の大きさを表す指標 

  （主な手段に対応する） 

活 動 指 標 
道路延長500m、講習会開催50回など 

活動量の大小のモノサシで、何をどれだけやったか 

コストとの関係で効率性評価に活用  （output） 

成 果 指 標 
事業の目的達成度を測るモノサシで、 

どこまで事業の意図（ねらい）を達成しているかを表わし、 

目的妥当性・有効性評価に活用  （outcome） 

対象指標 
●対象の大きさをあらわす指標 

成果指標 
●対象における意図の 

  達成度がつかめる指標 
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(1)対象 
●働きかける人やモノ 

 

(2)手段 
●具体的な事務事業のやり方、  

  手順、詳細、やったこと、計画 

(3)意図 
●事務事業によって対象をどん 

  な状態にしたいのか 

●目的と指標の関係整理 
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【参考】未来戦略事業の概要 
    



●戦略１の主な取り組み（１） 

【にぎわいと活力を創出するまちづくり】 
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●戦略１の主な取り組み（２） 

【にぎわいと活力を創出するまちづくり】 
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●戦略２の主な取り組み（２） 

【安心して子どもを産み育てることができるまちづくり】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

                                                                                                                                                 

12 



●戦略２の主な取り組み（２） 
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●戦略２の主な取り組み（３） 
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●戦略３の主な取り組み（１） 

【子どもから大人までいきいきと健康に暮らせるまちづくり】 
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●戦略３の主な取り組み（２） 
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●戦略３の主な取り組み（３） 
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●戦略３の主な取り組み（４） 
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